
有事で必要不可欠な

防災オープンデータの利活用
一般社団法人やまぐちGISひろば主催第７回ＧＩＳフォーラム

N2EM事務局長 取出新吾
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自己紹介
1967 千葉県八千代市生まれ

1993 青山学院大学院 物理学専攻修了

1993 インテル㈱

2013 茨城県に広報ICTディレクターとして常駐

2015 茨城県広報監

2016 地方創生時代のためのITを活用した情報発信ガイド 出版

2018 国立研究開発法人 防災科学技術研究所
総合防災情報センター センター長補佐

N2EM事務局長

（一社）情報支援レスキュー隊（IT DART）運営委員

公共コミュニケーション学会 茨城部会 主査

小美玉市シティプロモーション推進懇談会 会長

シティプロモーションアワード 実行委員

茨城大学 茨城学「郷土愛をはぐくむシティプロモーション」

ScanSnapプレミアムアンバサダー
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提供：株式会社インプレスR&D



N2EMの役員
役割 名前 所属

会長 三浦房紀 山口大学

副会長 金子正美 酪農学園大学

副会長 坂井宏子 にいがたGIS協議会

副会長 村田岳彦 ヤフー株式会社

理事 上金健一 日宣メディックス

理事 取出新吾 N2EM事務局
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参加団体
団体会員：22

にいがたGIS協議会

NTT空間情報㈱

㈱日宣メディックス

㈱ONE COMPATH（旧：マピオン）

一般社団法人情報支援レスキュー隊（IT DART）

NPO法人クライシスマッパーズ・ジャパン（災害ドローン救援隊
DRONEBIRD/Japan Flying Labs）

青山学院大学 古橋研究室

やまぐちGISひろば

酪農学園大学 環境GIS研究室

ESRIジャパン㈱

国立研究開発法人 防災科学技術研究所

など

個人会員：67名
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災害対応・意思決定の迅速化に
役立つ地図を作成

現場に活用してもらいたい
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バラバラに点在する情報

公開場所、フォーマット、公開・更新時期が異
なり、自動収集は困難
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データ化に人手が必要！



災害対応に必要なデータを
みんなで作りませんか？

オープンデータとして公開し
様々な機関が自由に利活用
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N2EMとは



N2EMの目的と活動内容

1. 情報収集と集約：発災時，災害対応に情報の収集と集約

2. ジオコーディング：情報に対して位置情報を付与する

3. 地図化：位置情報付与情報を活用し地理空間情報を作成

4. 情報公開：作成した情報や地理空間情報を広く一般に公開

5. 被災地域支援：被災地域等の求める情報作成に関わる支援

6. コンサルティング：利用者の目的に即した効果的な地図を
作成するために利用者と打ち合わせ

7. 訓練：上記の活動を円滑に実施するための訓練活動
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……
給水給水給水

給水給水断水
給水給水入浴

給水給水道路

情報公開

各主体が公開・提供する災害関連情報データ

既存の他機関への
GISデータの提供

オープンデータとしての二次利用 CC-BY4.0

行政・個人への
GISデータ提供

…情報の流れ

赤文字… N²EMの作業

凡例
・点在する情報を集約・統合

・緯度経度を付与
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情報提供
情報提供



作業フロー
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事務局

リーダー

N2EMメンバー

作業依頼

作業依頼

リモート作業

データ入力
ジオコーディング
マッピング

オープンデータとして公開

行政

大学・研究機関

災害ボランティア

実働機関

企業

自由に利活用

行政・地域等からの要望



N2EM活動で得た知見を社会へ

データ公開の促進

オープンデータ化（2次利用）

データの集約

フォーマットの整備

etc
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行政・企業・NPOなど

提案



N2EMが公開したオープンデータ
• 住家被害

• 今冬の雪による被害状況（R3.11.1～R4.3.31）

• 令和4年福島県沖を震源とする地震

• 令和3年8月17日からの大雨

• 令和3年8月11日からの大雨

• 令和3年7月1日からの大雨（熱海伊豆山地区の土石流）

• 令和2年7月豪雨（7月3日以降に発生した大雨）

• 令和2年7月豪雨

• 令和元年東日本台風（令和元年台風第19号、ハギビス/Hagibis）

• 令和元年房総半島台風（令和元年台風第15号、ファクサイ/Faxai）

• 給水・断水データ
• 2月13日福島県沖の地震：断水情報

• 令和2年7月豪雨：断水情報

• 令和元年台風19号対応：断水情報

• 台風１５号対応：千葉県内の給水情報

• 令和元(2019)年九州地方北部における大雨対応：佐賀市給水情報

• 災害ボランティアセンター
• 令和元年東日本台風（令和元年台風第19号、ハギビス/Hagibis）

• 指定避難所データ
• 佐賀県、徳島県、高知県、鹿児島県、茨城県
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https://www.n2em.jp/opendata/

https://www.geospatial.jp/ckan/organization/n2em

https://www.n2em.jp/opendata/
https://www.geospatial.jp/ckan/organization/n2em


消防庁の被害報から対象とする都道府県を決定
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都道府県の被害報
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ボランティアメンバーに依頼
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Googleスプレッドシートに
手作業で入力



標準化地域境界ジオメトリ付与システム
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防災クロスビュー: 福島県沖を震源とする地震
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http://xview.bosai.go.jp/

面的震度分布との重ね合わせ



SNSで発信
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https://twitter.com/NIED_CRS



防災クロスビュー: 令和3年7月1日からの大雨
(熱海市伊豆山土砂災害)
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防災クロスビュー: 令和3年7月1日からの大雨
(熱海市伊豆山土砂災害)
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防災クロスビュー: 令和3年 阿蘇山の火山活動
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茨城県での対応例
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茨城県での対応例
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茨城県での対応例

浸水面積・浸水建物件数の計算

住宅課：必要仮設住宅数の算出



NIED-GeoDB（防災科研ジオデータベース）

未公開：今後の公開を検討中
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参考：東京データプラットフォーム データ整備事業

27https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/society5.0/data_maintenance.html

https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/society5.0/data_maintenance.html


有事に役立つデータはたくさんあるが

自由に使えないものばかり

公開されていても加工が必要

あっても認知されていない
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利用シーンを意識してデータを作成

可能ならオープンデータとして公開

利用条件を明確に

コミュニケーションを大切に

作ったら紹介

利用したらお礼
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災害覚知システムの企業向け体験サービス

Try!「I-Resilience Info」キャンペーン内容

アクショントリガー発信機能限定となりますが，
本キャンペーンをご利用いただきながらご要望や
ご意見をいただき

より良いサービス実現に向けた共創にぜひご参加
ください！

対象チャットシステム：Chatwork

利用申請開始：2022年6月

提供開始時期：2022年8月

申請方法：

sales@i-resilience.co.jp 宛に「貴社名，所属部
署，氏名，メールアドレス」をご連絡ください

準備が整い次第，事務局よりご連絡いたします

※Chatworkのアカウントが必要です。

https://go.chatwork.com/ja/

30https://www.i-resilience.co.jp/service/IRinfo.html

北海道胆振東部地震（2018年9月）の災害覚知が遅れた反省から生まれた「災害覚知シス
テム」を企業の方にご体験頂けます。

https://go.chatwork.com/ja/
https://www.i-resilience.co.jp/service/IRinfo.html

